『國民新報』1940年8月18日　
[主張]　八月十日の喜

　皇 (こう)紀 (き)二千六百年に當 (あた)り、同 (どう)時 (じ)に併 (へい)合 (ごう)第 (だい)三十[周 (しう)]年に當 (あた)る。昭 (せう)和 (わ)十五年二月十一日の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)より始 (はじ)められた半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)の創 (そう)氏 (し)届 (とどけ)出 (いで)は、八月十日の午 (ご)後 (ご)十二時 (じ)を以 (も)つて終 (おわ)つた。届 (とどけ)出 (いで)の實 (じつ)數 (すう)が判 (はん)明 (めい)するまでには、まだ相 (そう)當 (とう)の日數 (すう)を要 (よう)するであらうが、全 (ぜん)戸 (こ)數 (すう)の五割 (わり)以 (い)上 (じやう)であることは、確 (たし)かのやうである。十割 (わり)全 (ぜん)部 (ぶ)が創 (そう)氏 (し)をしなかつたことが、遺 (い)憾 (かん)とも云 (い)へるが、しかし、わづか六ケ月の間 (あいだ)に、一千二百萬以 (い)上 (じやう)の人 (じん)口 (こう)が創 (そう)氏 (し)をしたことだけでも、まづ驚 (けう)異 (い)に値 (あたい)することと云 (い)へよう。しかも、創 (そう)氏 (し)の門 (もん)が全 (ぜん)然 (ぜん)閉 (と)ぢられるといふ譯 (わけ)ではない。今 (こん)後 (ご)も云 (い)へども、裁 (さい)判 (ばん)所 (しょ)の許 (きよ)可 (か)を得 (え)ていくらでも創 (そう)氏 (し)は出來 (でき)るのであるから、恐 (おそ)らくは、今 (こん)後 (ご)一二年 (ねん)内 (ない)には、半 (はん)島 (とう)人 (じん)全 (ぜん)部 (ぶ)が、日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)にふさはしい氏 (し)名 (めい)を名 (な)乗 (の)ることになることゝ思 (おも)ふ。
　さて、創 (そう)氏 (し)制 (せい)度 (ど)は實 (じつ)に歴 (れき)史 (し)的 (てき)なものであつて、單 (たん)に各 (かく)人 (じん)の符 (ふ)牒 (てう)を付 (つ)けかへたといふだけではない。この喜 (よろこ)ばしき日 (ひ)にあたり、今 (いま)一度 (ど)創 (そう)氏 (し)の意 (い)義 (ぎ)を思 (おも)ひ出 (だ)して見 (み)よう。
　第 (だい)一われわれは創 (そう)氏 (し)によつて、過 (くわ)去 (こ)約 (やく)七百年 (ねん)來 (らい)思 (し)想 (そう)的 (てき)に漢 (かん)族 (ぞく)に屈 (くつ)從 (じう)してゐた鎖 (くさり)を截 (き)つたのだ。支 (し)那 (な)化 (くわ)以 (い)前 (ぜん)の朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の姿 (すがた)は、その古 (こ)神 (しん)道 (とう)にしても、傳 (でん)説 (せつ)にしても、風 (ふう)俗 (ぞく)習 (しう)慣 (くわん)にしても、佛 (ぶっ)教 (けう)にしても、内 (ない)地 (ち)のそれと大 (たい)差 (さ)のないものであつた。血 (けつ)統 (とう)的 (てき)にも、又 (また)文 (ぶん)化 (くわ)的 (てき)にも内 (ない)鮮 (せん)は同 (おな)じ流 (なが)れを汲 (く)んでゐたからである。それが支 (し)那 (な)思想 (そう)への心 (しん)酔 (すい)により、われら本然 (ほんねん)の姿 (すがた)を忘 (わす)れてしまつたのであつて、實 (じつ)に支 (し)那 (な)式 (しき)の姓 (せい)名 (めい)三字 (じ)には、呪 (じゆ)術 (じゆつ)的 (てき)魅 (み)力 (りよく)があつた[と]云 (い)へる。今 (こん)度 (ど)の創 (そう)氏 (し)によつて、この呪 (のろ)ひから解放 (かいほう)された譯 (わけ)だ。
　第 (だい)二には、われらが皇 (こう)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)として生 (い)きんと[する]固 (かた)い決心 (けつしん)と感激 (かんげき)を創 (そう)氏 (し)によつて宣言 (せんげん)したことである。われわれ新 (しん)氏 (し)名 (めい)の新 (あたら)しい表 (へう)札 (さつ)を掲 (かゝ)げる時 (とき)[、]今[一]度皇国 (こうこく)臣民 (しんみん)としての誓 (ちかひ)を新 (あらた)にし、同 (どう)時 (じ)に限 (かぎ)りなき歡 (くわん)喜 (き)と感 (かん)激 (げき)に浸 (ひた)るであらう。
　第 (だい)三には、個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)より國 (こく)民 (みん)主 (しゆ)義 (ぎ)に移 (うつ)つたことだ。われわれは新 (あたら)しい氏 (うじ)の選 (せん)定 (てい)をしたのはわれわれであるが、それを差許 (さしゆる)されたのは、陛 (へい)下 (か)の裁 (さい)判 (ばん)所 (しよ)である。即 (すなは)ちわれわれは　陛 (へい)下 (か)より許 (ゆる)されたまうた氏 (し)を名乗 (なの)つたことになるのだ。われわれは創 (そう)氏 (し)によつて、われわれ自 (じ)身 (しん)を陛 (へい)下 (か)に捧 (ささ)げまつつたのである。
　第 (だい)四には家 (か)族 (ぞく)制 (せい)度 (ど)の強 (けう)化 (くわ)だ。氏 (うじ)は家 (いえ)の稱號 (せうごう)であつて、姓 (せい)の如 (ごと)く個 (こ)人 (じん)の稱 (せう)號 (ごう)ではない。名 (な)こそ個 (こ)人 (じん)の稱 (せう)號 (ごう)である。如 (い)何 (か)なる血 (けつ)統 (とう)から來 (き)たものでも、或 (あ)る氏 (うじ)の家 (いえ)に入 (はい)れば、その家 (いえ)の氏 (うじ)を名乗 (なの)り、從 (したが)つてその家 (いえ)の傳 (でん)統 (とう)、家 (か)風 (ふう)に從 (したが)ふのである。家 (いえ)は國 (くに)の構 (こう)成 (せい)單 (たん)位 (い)だ。氏をもつた家 (か)族 (ぞく)と過 (くわ)去 (こ)の家 (か)族 (ぞく)とは、その精 (せい)神 (しん)に於 (お)いて同 (どう)一ではない。今 (こん)度 (ど)の創 (そう)氏 (し)によつて、半 (はん)島 (とう)の家も日本 (ぽん)的 (てき)な家 (いえ)になつたわけである。
　創 (そう)氏 (し)とは、決 (けつ)して單 (たん)に姓 (せい)名 (めい)を變 (へん)更 (こう)することではない。國 (こく)民 (みん)として、家 (か)族 (ぞく)として、新 (あたら)しい出 (しゅつ)發 (ぱつ)をする誓 (ちかひ)であり、宣 (せん)言 (げん)であるのである。
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